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BE KOBE ミライ PROJECT 

 
 

イオンリテール株式会社、株式会社ダイエー、マックスバリュ西日本株式会社から 

BE KOBE ミライ基金への約 280 万円のご寄付について 

 
神⼾市とイオン株式会社は、平成 29 年より「神⼾市とイオン株式会社との地域の安全・安
心、経済活性化をはじめとした包括連携に関する協定」を締結しています。 
この度、本協定の一環として、イオングループ各社から「BE KOBE ミライ基金」に対して
ご寄付のお申し出をいただきましたので、寄付贈呈式を開催いたします。 
いただきましたご寄付は、神⼾の未来を担う⼦どもたちの⾷や学び等を⽀援する取り組み
に活用させていただきます。 
 

１．ご寄付について   

【概 要】 
「神⼾市とイオン株式会社との地域の安全・安心、経済活性化をはじめとした包括連携に
関する協定」、「神⼾市とイオンリテール株式会社との WAON 発⾏に関わる基本合意書」
及び「覚書」に基づき、「神⼾の⼦どもたちの⽀援」を⽬的に、「BE KOBE ミライ基金」
に対して、KOBE WAON により⽀払われた金額の 0.1％を寄付いただきます。 
 
【金 額】 2,840,271 円（2023 年度） 

内訳： イオンリテール株式会社  1,539,746 円 
株式会社ダイエー  812,869 円 
マックスバリュ⻄⽇本株式会社  487,656 円 

 
【寄付先】 BE KOBE ミライ基金 
 

  

※KOBE WAON デザイン 

２．贈呈式について 



⽇ 時：2023 年 10 ⽉ 6 ⽇（金） 10 時 00 分〜10 時 30 分 
場 所：神⼾市役所 １号館 15 階「第２応接室」（神⼾市中央区加納町 6-5-1) 
寄付者：イオンリテール株式会社、株式会社ダイエー、マックスバリュ⻄⽇本株式会社 
出席者： 

 
３．寄付金の使途 

・⼦どもの創造的な学び、文化芸術等に関する⽀援活動 

・⼦どもの貧困や、教育格差に関する活動 

・⼦どもの居場所やコミュニティづくりに関する活動 

 

４．「BE KOBE ミライ基金」について 

BE KOBE ミライ 基金は、BE KOBE ミライ PROJECT が神⼾市のシビックプライド・メ
ッセージである「BE KOBE」を活用して、神⼾の未来を担う⼦どもたちを⽀援する基金の
ことです。 
BE KOBE ミライ PROJECT は、その基金を活用し、⼦どもたちの⽀援プロジェクトを推
進しています。産官学⺠すべてのステークホルダーが協働できる仕組みであり、オール神
⼾で地域の未来（⼦どもたち）を⽀える市⺠運動を創出していく活動です。今後、「BE 
KOBE ミライ基金」は、未来を担う⼦どもたちの⾷や学び等を⽀援していきます。 
 

５．このリリースの問合せ先について 

BE KOBE ミライ PROJECT 事務局 
〒651−0082  神⼾市中央区⼩野浜町１-４ KIITO ３０６ 
TEL：078-599-8450 FAX：078-599-8582 e-mail：info@bekobemirai.jp 
担当：井出山（いでやま）※携帯：080-6136-5434 

イオン 
イオンリテール㈱ 近畿カンパニー 東兵庫事業部⻑ 林 博明 様 
マックスバリュ⻄⽇本㈱ 兵庫東営業部⻑ 山本 正貴 様 
㈱ダイエー 神⼾事業部 事業部⻑ 北島 重光 様 
㈱ダイエー 営業推進部 部⻑ 大野 正貴 様 
神⼾市 
企画調整局 産学連携推進担当部⻑ 藤岡 健 様 
BE KOBE ミライ PROJECT 
チーフプロデューサー / ⼀般財団法⼈大吉財団 理事⻑ 山本 吉大 

mailto:info@bekobemirai.jp
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BE KO BEミ ラ イ PROJECTは、神戸市のシビッ クプ ラ イド・ メ ッ セージである「 BE KO BE」の実践活動と し

て、産官学民すべてのセクタ ーが協働し て取り 組む子ども 支援プラット フォームです。子ども 支援のための

基金や、地域課題を 解決するためのプロジェクト を 通し て社会貢献活動と 恩送り の運動を 循環さ せ、神戸の

未来をより 良いも のにし ていきます。

と は

B E  K O B Eミ ライ P R O J E C Tメ ンバー

B E  K O B Eミ ライ 基金メ ンバー

名誉プロジェクト リ ーダー

プロジェクト リ ーダー

チーフ プロデューサー

監　 　 事

プロデューサー

久元 喜造

松田 茂樹

山本 吉大

藤井 生也

神戸市長

一般社団法人神戸経済同友会 顧問

／株式会社マニックス 会長

一般財団法人大吉財団 理事長

みなと 銀行 専務執行役員

審査委員長

監　 事

審査委員

事務局

山本 吉大

藤井 生也

岡田 豊基

木田 聖子

中山 さ つき

松田 茂樹

山阪 佳彦

一般財団法人大吉財団 理事長

みなと 銀行 専務執行役員

神戸学院大学法学部 教授 前神戸学院大学学長

株式会社チャイルド ハート  代表取締役

神戸市こども家庭局 局長

一般社団法人神戸経済同友会 顧問

株式会社マニックス 会長　

株式会社マック 専務取締役 兼 東京本部長

元神戸クリ エイティ ブ・ ディレクタ ー

青井　 介 一般財団法人大吉財団 事務局長

有本 哲也

石川 路子

上野 真人

内海 芳宏

加納 郁也

楠山 泰司

佐久間 健

佐藤 一進

仙田 正之

宗宮 朋之

槻橋 修

中内 仁

永田 宏和

永吉 一郎

藤岡 健

藤原 学

宮崎 大輔

横山 剛

株式会社デジアラ ホールディ ングス 代表取締役会長

甲南大学経済学部 教授 兼 経済学部長

株式会社ランド メイド  代表取締役

内閣府（ 地域創生推進事務局）地域活性化伝道師

兵庫県立大学経営学部 教授 兼 経営学研究科長

神戸商工会議所 専務理事

株式会社シンエンタ ープライズ 取締役 営業企画部長／

第4 8 代神戸市立小学校P TA連合会 会長

神戸学院大学 法学部 准教授

株式会社アシックス 秘書部長

宗宮税理士事務所 代表税理士

神戸大学大学院工学研究科 准教授

／株式会社ティ ーハウス建築設計事務所 主宰

一般社団法人神戸経済同友会 副代表幹事

／株式会社神戸ポート ピアホテル 代表取締役社長

デザイン・ クリ エイティ ブセンタ ー神戸 センタ ー長

／N P O法人プラス・ アーツ 理事長

株式会社神戸デジタ ル・ ラ ボ 代表取締役

神戸市 企画調整局産学連携推進担当部長

株式会社神戸新聞社 ＤＸ 推進局次長

一般社団法人神戸青年会議所 理事長

SR Cグループ 会長 ／K iss  FM  K OBE  代表取締役社長

私たちは、神戸を 愛するすべての人が、神戸の未来のためにできること を 増やします

私たちは、神戸の未来を 担う 子ども たちに、豊かな学びの機会を 提供します

私たちは、子ども 支援を 通じ て「 BE K OBE」の活動を 実践していきます

支えら れた人は　 やがて　 支える人になる

産官学民で取り 組む

子ども 支援プラット フォーム

が生み出す運動

神戸の子ども たち を 支え

神戸の未来を 支えて いく

ためのお金を 集める 基金

支援を 受けた子ども が

大人になった時に抱く

「 恩返し し たい」と いう 気持ち

神戸の子ども たち の

学びや食を 支える 活動や

団体の持続可能化を 支援

運動 基金

成長 支援

BE KOBE
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プロジェクト をご支援いただいているみなさ ま

イ オ ン 株 式 会 社 さ ま よ り 、

KO BE W A O N カ ード のご 利

用金額の一部（ ２ ,４４１ ,７５５ 円）

を BE KO BEミ ラ イ 基金にご

寄付いただき まし た。

ア サヒ 飲 料 株 式 会 社 さ ま よ

り 、自動販売機の売上の一部

（ 1 ,3 06 ,65 9円）を BE KO BEミ

ラ イ 基金にご 寄付いただき ま

し た。

ダ イド ード リ ン コ 株式会社さ

ま よ り 、自動販売機の売上の

一 部（ 1 0 9 , 9 0 8 円 ） を B E

K O BEミ ラ イ PRO JE C Tにご

寄付いただき まし た。

神戸学院大学付属中学校さ ま

より 、「 ガク イ ンJr・ グロ ーカ ル・ マ

ーケット 」で の収益金3 2 ,7 9 0 円

を BE KO BEミ ラ イ PRO JEC T

にご 寄付いただき まし た。

物 品 や 食 品 な ど のご 提 供 に よ る ご 支 援

B E  K O B E ミ ラ イ P R O J E C T 寄 付 付 自 動 販 売 機 に よ る ご 寄 付

株式会社亀井堂総本店さ まよ

り 、オリ ジ ナ ル瓦せん べい の

売上の一部（ 4 3 ,1 0 0 円）を BE

KO BEミ ラ イ 基金にご 寄付い

ただき まし た。

早駒運輸株式会社／株式会社明和工務店／水in g エンジニアリング( 株) 西日本支店／N TTタ ウンページ株式会社／株式会社みなと 銀行／三ツ星ベル

ト 株式会社／株式会社ケイ エスエス／特別養護老人ホームつく し 園／有限責任事業組合N e w n a K OBE／TC 神鋼不動産株式会社／森本倉庫株式会社

／株式会社いきいきライフ 阪急阪神／株式会社神戸工業試験場／株式会社サンケイビル／株式会社アク アメ ント ／旭食品株式会社 神戸事務所／株式

会社ケーエスケー／神戸新交通株式会社／株式会社コ スメック ／一般財団法人神戸住環境整備公社／石川株式会社／小泉製麻株式会社／兵庫エフ エ

ム放送株式会社／神戸天然物化学株式会社／三神工業株式会社／株式会社クレイ エンジニアリ ング／千寿製薬株式会社／株式会社グランビスタ ホテ

ル& リゾード ／株式会社神戸ポート ピアホテル／佐伯孝宏／株式会社ライフ デザイン／シスメック スビジネスサポート 株式会社／株式会社ト ーホービジ

ネスサービス／ポート 産業株式会社／株式会社神防社／川西倉庫株式会社／神戸市社会福祉協議会／秋毎株式会社／株式会社ニチジョ ー／毘沙門山 

妙法寺／日本液炭株式会社／高取商事株式会社／菱三印刷株式会社／株式会社フェリシモ／シンコ ースポーツ兵庫株式会社／福田たばこ店／平野エ

ク スプレス株式会社／門正運輸倉庫株式会社／ポート スタッ フ 株式会社／M S & A Dビジネスサポート 株式会社／布施幸代／ヤマト 株式会社／J C R

ファ ーマー株式会社／アサヒ 飲料株式会社／アサヒ 飲料販売株式会社　 他3 社

株式会社明和工務店／医療法人社団実風会新生病院／株式会社F・ O・ インタ ーナショ ナル／もり か運送株式会社神戸営業所／ＮＰＯ法人縁／中村工業株

式会社／株式会社伸興製作所／日本交通株式会社／六甲バタ ー株式会社／原泌尿器科病院／株式会社神戸精養軒／ダイド ード リンコ 株式会社

名誉アンバサダー ス ー パ ー ア ン バ サ ダ ー（ 広 報 に よ る ご 支 援 ）

桂 文枝
水谷 修

(夜回り 先生)
ヴィ ッ セル神戸

IN A C神戸

レオネッ サ

モンスーン

（ 兵庫住みます芸人）
はばタ ン

沢の鶴株式会社

兵庫県限定純米吟醸酒「 kob e1717」

一般社団法人イド ミィ

子どもたちが作った本「 はっけんキラリ」

グッ ズアン バサダー（ 寄付付き 商品によるご 寄付）

法 人 ア ン バ サ ダ ー（ ご 協 賛 に よ る ご 支 援 ）
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神戸で活動する子ども 支援団体が市民や企業に対し てピッ チイベント（ プ

レ ゼン テーショ ン ）を 行い、表彰やマッ チン グによって子ども 支援団体の

認知拡大や資金調達、事業連携をサポート する取り 組みです。

を 使いたいと 考えています。

その一方で、「 社会のためになにかし た

い」と 考えている市民や企業はたく さ ん

いる のですが、「 どこ でど んな 活動をし

ている のか知ら ない」と いう 声をよく 聞

きます。BE KO BEミ ラ イ セッ ショ ンはそのよう な「 自分たち の活動を 知っ

てほし い」と 思っている団体と「 地域の活動を 知り たい」と いう 人たち を つ

なぎ、お互いのニーズをマッ チングさ せること を目的とし ています。

今年度のミ ラ イ セッ ショ ンでは３ 5 団体の応募の中から 一次選考を 合格し

た7 団体がプレゼンテーショ ンを 行いまし た。

「 人前で発表なんてし たこと ない」

と いう 団体も あり 、プ レ ゼン のス

キルは様々でし たが、ど の団体も

しっ かり と 自分たち の活動内容を

発表し 、審査員の質問にも たじ ろ

ぐこと なく 堂々と 答えていまし た。

神戸にはこ ど も 食堂や学習支援、

居場所事業など様々な 子ども 支援

の活動があり ま すが、そ の活動の

多く は地域の限ら れた 人た ち だけ

で 行っ て いる も のな ので 、近所の

人以外にはあまり 知ら れていませ

子ども 支援団体の発表の後に、BE KO BEミ ラ イ PRO JECTの大学生ボ

ラ ンティ アによる座談会が行われまし た。仲間たちと 一緒に社会貢献に

取り 組む楽し さ や、自分たち が学ぶ神戸で 活動する 意味について話し

てもら い、久元神戸市長から の質問に受け答えする一幕も あり まし た。

かな 雰囲気と なっ て いまし た 。企業

も 、団体も 、「 社会をより 良く し ていき

たい」と いう 想いは一緒です。こ の事

業を きっかけにし て、より 多く のつな

がり を生んでいきたいと 思います。

審査の結果、1 0 団体が表彰さ れ、

それぞれに活動応援金と 表彰状が

授与さ れまし た。さ ら に、企業賞と

し てタ ブレット パソコ ンや図書カ ー

ド など 、さ ま ざ ま な 賞品が計1 9 団

体に授与さ れまし た。

ミ ラ イ セッ ショ ン 終了後は、参加し た企業と 団体がお互いの事業内容

について話し たり 、団体同士で近況を 伝え合う など、と ても 温かく 和や

ん。「 でき ればもっと たく さ んの人に活動を 支えてほし い」と 思っている

も のの、広報や寄付集めをするより も 、子ども たち のために時間やお金

１０ 3 名

子ども 支援

団体の応募

イベント

参加者

2００ 万円35 団体

協力企業

26 社

子ども 支援

団体への応援金

ɭ ɷ ・ ・ ɑ ・ ɵ ʁ
BE KOBE

神戸には素晴らし い活動を 行う 子ども 支援団体がたく さ んあり ます。



表彰名 表彰名内容 内容提供先団体
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甲南本通商店街の近く で活動する「 東灘こ ども

カフェ 」が特別感謝賞を 受賞！！ 幼児から お年寄

り まで 多世代が自然と 集まる場を 作り 、多彩な

メ ニューで毎日（ 年間3 6 3 日）活動し ています。

神戸市長賞を 受賞し た「 N PO 法人放課後学習

ボラ ン ティ ア 支援の会」は、神戸市内５ か所の

小学校で 、放課後の空き 教室を 利用し た 学習

支援活動を 実施し ています。

イ オングループ 賞を 受賞し た「 N PO 法人チャリ

ティ ーサン タ 」は、サン タ が来な い家庭の子ど

も の家庭にボラ ンティ アサンタ ク ロースを 派遣

する活動を 行っています。

特別感謝賞特別感謝賞（ 5 0 万円）（ 5 0 万円）特別感謝賞（ 5 0 万円）

認定N PO 法人フ ード バンク 関西 1 8 万円

殿堂入り

感謝賞

ア サヒ 飲料 賞

アシッ ク ス 賞

淡路屋 賞

泉平 賞

エヌ セオリ ー 賞

大塚製薬 賞

オリ バーソ ース 賞

ク ロ シェ  賞

ケン ミ ン 食品 賞

神戸デジタ ルラ ボ 賞

神戸土地建物 賞

ア スミ ビ ルダーズ 賞

三宮一貫楼 賞

すまう ら 水産 賞

創造学園 賞

ダイド ード リ ン コ  賞

TO A  賞

デジアラ ホールディ ングス 賞

東洋ナッ ツ 食品 賞

ノ アイ ンド アステージ  賞

野村證券 賞

浜田工務店 賞

萬理産業 賞

松谷海苔 賞

楽天ヴィ ッ セル 賞

ロッ ク・ フィ ールド  賞

食品ロ ス等の食材を 活用し た

フ ード バンク 活動

一般社団法人イド ミ ィ 1 4 万円
子ども たち 一人ひと り の

「 やって みたい！」を 実現する 活動

N PO 法人阪神つばめ学習会 1 0 万円
経済的に厳し いご 家庭の子供たち

を 対象にし た無料学習支援

こども ワクワク 食堂 1 2 万円
地域の多様なつな がり に

支えら れている 子ども 食堂

定住外国人子ども 奨学金実行委員会 1 2 万円
兵庫県下在住の外国ルーツ の高校生

への奨学金支給を 中心とし た支援活動

ねんり んこども 食堂 1 2 万円給食を 作る 会社が主催する 子ども 食堂

KO BEマリ ンカッ プ 1 2 万円
神戸市で活動する 小学生バレ ーボール

チームによる 交流大会

カ ルピ ス 5 ケース

アシッ ク ス製品(シュ ーズケース)

ひっ ぱり だこ の珈琲カッ プ 1 0 客

野菜ジュース1 年分

図書カ ード（ 3 万円分）

オリ ジ ナルグッ ズセット

と まと と んかつソ ース1 2 0 本

ク ロシェ 製品

ケンミ ン 焼ビ ーフ ン  （ 9 0 食分）

iPa d  Pro  １ 台

図書カ ード（ 3 万円分）

ビ ルダーズの選手と 野球交流大会

ぶたまん5 0 個

N PO 法人チャリ ティ ー

サンタ 神戸支部

N PO 法人チャリ ティ ー

サンタ 神戸支部

えびすバスケット

ボールク ラ ブ

一般社団法人親子

遊び推進協会

一般社団法人イド ミ ィ

KO BEマリ ンカッ プ

こども 食堂など１０ 団体

神戸中央おやこ 劇場

こども ワク ワク 食堂

一般社団法人イド ミ ィ

N PO 法人阪神つばめ

学習会

全団体

特定非営利活動法人

イ ンク ルひろば

提供先団体

ねんり んこども 食堂

放課後学習ボラ ン

ティ ア支援の会

一般社団法人さ と のわ

N PO 法人阪神つばめ

学習会

定住外国人子ども

奨学金実行委員会

ねんり んこども 食堂

N PO 法人チャリ ティ ー

サンタ 神戸支部

神戸たねまき 寺子屋

認定N PO 法人フ ード

バンク 関西

東灘こども カフェ

こども 食堂など５ 団体

ひら のっ子食堂

サポート ステーショ ン灘・

つどいの家

焼き 海苔＆生海苔佃煮　 3 0 セット

卓上クリ ーナー・ 蛍光ペン  5 0 本

ミ ウ 5 ケース

ボールペン 2 0 本

図書カ ード（ 5 万円分）

さ かなっ つハイ 3 ケース

テニス体験会

オリ ジ ナルグッ ズセット

お菓子袋詰め 1 0 0 個

神戸学習帳1 2 0 冊

味付のり 　 5 ケース

ヴィ ッ セルグッ ズセット

おそう ざ い券 5 0 枚

神戸市長賞神戸市長賞（ 3 0 万円）（ 3 0 万円）

その他の感謝賞

企業賞（ 2 6 件）

神戸市長賞（ 3 0 万円） イ オングループ賞イ オングループ賞（ 3 0 万円）（ 3 0 万円）イ オングループ賞（ 3 0 万円）

表彰名 団体名 活動内容 活動応援金
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支援を 必要と し ている 子育て家庭の食を 支えるため、企業や市民から 寄

付や食品を 集めて、食品パッ ク にし てお届けし ています。さ ら に、ＬＩ ＮＥで

の情報発信や相談対応によって継続的な 支援を 行っています。

１17名

参加

ボランティ ア

1350 世帯 19 0 4 人

子育て家庭

への食品配送

LIN Eでの

問合せ・ 相談

2 ，7 4 6 2 ，0 7 6 2 ，7 9 5 2 ，3 0 5 9 ，9 2 2

6 0 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0 1 ，3 5 0

3 0

1 3 5

2 5 3 2 3 0 1 1 7

1 ，9 0 4

神戸こ ど も 宅食プ ロ ジェ クト の事業実績

こ ども 食堂やフ ード パント リ ーの支援ではサポート でき ない家庭があり ます。

食品を ご 提供・ ご 支援く ださ っ た企業・ 団体さ ま

応募数（ 世帯）

配送数（ 世帯）

ボラ ンティ ア参加（ 人）

LIN Eでの

問合せ・ 相談数（ 件）

２ 月便

１ 月

1 5 1

2 月

1 4 6

3 月

2 4 6

4 月

1 1 7

5 月

1 8 0

6 月

1 9 6

7 月

2 9 8

8 月

1 7 4

9 月

5 7

１ 0 月

7 2

１ 1 月

1 3 2

1 2 月

4 月便 8 月便 1 2 月便 合計（ のべ数）

の情報発信や相談対応によっ て 適

切な支援へと つないでいく こと を 目

的とし ています。

活動の主役と なるのは大学生ボラ ンティ ア。

毎回3 0 名程度のボラ ン ティ ア が集まり 、食品

の仕分け作業や梱包作業を行っています。

1 家庭あたり 約1 0 k g の食品を 送る ので 2 5 0

世帯分だ と 約

2 .5ト ン。作業

は大変ですが、「 楽し みな がら 社会貢献！」

を モット ーにし て いる ので、みんな でお喋

りし ながら ワイ ワイと 活動し ています。

現在、子ども 食堂は全国に7 0 0 0 か所以上あり 、民間主導のフ ード パン

ト リ ー（ 食品配布）も 多数活動し ています。一方で 支援が必要な 状態に

あり な がら も 食支援の場所に「 行けな い・ 行き たく な い・ 行っ て いいか

わから な い・ 知ら な い」と いう 家庭が一定数あり 、そ のよう な 家庭は誰

にも 頼ること ができ ず苦し い生活を 続けています。

食品パッ ク には毎回手書き のレ シ

ピと メ ッ セージを 封入し て送ってい

ます。レシピ やメ ッ セージに対し て

「 レシピ を 見て作ってみまし た！」「 メ

ッ セージを いただいて嬉し かったで

す」と いった言葉を いただく こと で、

私たち も 励みになり ますし 、保護者と の関係構築にも 役立っています。

食品パック を 受け取った家庭の中には、「 生活が安定し てき たので次か

談でき る 相手」になるこ と で 、食支援はそのためのきっ かけとし て 最適

です。私たちは直接子ども や保護者と 会う こと はできませんが、その代

わり 、メ ッ セージやLIN Eでゆ

る やかにつ な がる 関係を 広

げ、「 支援が届いていない・ 足

り な い 」家庭を なく し て いき

たいと 考えています。

ら は他の方に送ってあげてく ださ い」と

いう 方も いまし た。私たち がサポート し

ている子育て家庭の困窮状況は様々で

すが、1 回だけの支援で 十分な 人た ち

も います。大切なのは「 困ったと きに相

私たち の活動では「 支援が届いてい

な い、足り て い な い」家庭に無償の

食品パッ ク を 送るとと も に、LIN Eで

株式会社泉平様アサヒ 飲料株式会社様 株式会社 エーデルワイ ス様 大塚製薬株式会社様 神戸市様 コ スト コ ホ ールセ ール株式会社様

P& G 株式会社様住友ゴム工業株式会社様 株式会社ラ フェ スト 様 こ ども 宅食応援団様 全国食支援活動協力会 食品提供事業 「 生駒温子」児童福祉事業助成
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フ ード ド ラ イブ と は、ご 家庭で 使い切れな い未使用食品を 集めて食品を

必 要と し て い る 生 活 困 窮 者や子ど も 食 堂な ど に 寄 付する 活 動で す。

2 0 2 2 年度は神戸市、楽天グループ 株式会社さ ま 、ヴィ ッ セ ル神戸さ ま

と 連携し て、ノ エビ アスタ ジアム神戸でフ ード ド ラ イブ を 実施し まし た。

118 ｋｇ151組11回

開催回数 受付組数 集めた食品

6 3 名

参加

ボランティ ア

約2 3 万円715 組２ 回

開催回数 来場組数 集めた寄付

33 名

参加

ボランティ ア

FOODDRIVE
フ ード ド ラ イ ブ

フ ードド ラ イ ブ の事業実績

5 /2 5

2 0

2 3 .9

7

6 /2 6

2 6

1 6 .0

1 1

7 /6

1 3

9 .0

5

7 /3 0

2 2

1 5 . 9

4

8 /3

1 1

9 . 3

3

9 /1 0

6

6 . 0

7

9 /1 4

6

3 . 5

4

9 /1 8

1 5

1 5 .1

9

1 0 /8

1 0

6 .2

4

1 0 /1 2

5

3 .1

4

1 1 /5

1 7

1 3 . 1

5

1 1 回

1 5 1

1 1 8 . 4

6 3

実施日

受付組数（ 組）

集荷重量（ k g ）

ボラ ンティ ア参加（ 人）

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 7 回目 8 回目 9 回目 1 0 回目 1 1 回目 合計

地域課題解決プ ロ ジェ クト と し て、神戸の大学生ボラ ン ティ アメ ン バー

が企画・ 開発し たオリ ジナルコ ーヒ ー「 BE K O BE Sp e c i a l t y  Co f f e e 」

を 、イベント など で 販売し て寄付を 集めています。

K o b e  L o v e  P o rt

みなと まつり

7 / 1 7 ( 日)-1 8（ 月祝）
9 / 2 3 ( 金)

A u t u m n  F e s t i v a l  

i n  K O B E



BE  K O BEミ ラ イ PRO JE C T

〒6 5 1 -0 0 8 2

兵庫県神戸市中央区小野浜町１－４  ＫＩＩ Ｔ Ｏ  ３０６

T E L： 0 7 8 -5 9 9 -8 4 5 0 　 F A X： 0 7 8 -5 9 9 -8 5 8 2

W EBサイト： h t t p s : //b e k o b e m i r a i . j p

E-m a i l： i n f o @ b e k o b e m i r a i . j p

ご 寄付

（ ど な た で も ）

参加し て 応援

（ 社会人・ 学生の方）

ご 協賛や寄付商品

で の応援

（ 企業・ 団体・ 学校の方）

サポータ ー

法人アンバサダー グッズアンバサダー

個人アンバサダー BEK OBE TEA M

2 0 2２ 年 度 会 計 報 告

B E  K O B E

ミ ラ イ P R O J E C T
2 0 2 ２ 年度は神戸こども 宅食プロジェ クト

で申請した助成金がほと んど採択さ れず、活

動資金が確保できない見込みと なったため、

B E  K OB Eミ ラ イ 基金から B E  K OB Eミ ラ

イ P R OJE CTへ助成を 行う こと で、子育て

家庭への食支援を行うこと が出来ました。

食支援の対象世帯を減らせば事業を継続す

ること はできまし たが、まだまだたく さ んの

家庭が支援を 求めている状況を鑑みて、規

模の縮小を最小限にとどめまし た。厳し い状

況が続きますが、引き 続き 子ども たちの食や

学びを支えていきたいと 考えています。

❶グッ ズアンバサダーによる寄付やイ

ベント 出店での寄付です。❷神戸こ ど

も 宅食プロジェクト での助成金です。❸

神戸こ ども 宅食プロジェ クト で多く の

支出があり 、今期も 費用が収益を 上回

り まし た❹寄付付き 自販機やK O B E  

W AONカード 等によるミ ライ 基金への

ご寄付です。❺B E  K O B Eミ ラ イ セッ

ショ ンで子ども 支援団体に贈った活動

応援金（ 計2 0 0 万円）と 、神戸こども 宅

食プロジェ クト への助成（ 1 5 0 万円）

と 、振込手数料です。

受取会費

受取寄付金

受取助成金

雑収入

計

事業費

管理費

計

1 ，3 8 5 ，3 5 2

4 5 2 ，9 3 1

1 ,6 8 0 ,0 0 0

2 2

3 ，5 1 8 ，3 0 5

4 ,1 8 9 ,3 8 9

2 4 8 ,0 2 4

4 ,4 3 7 ,4 1 3

△9 1 9 ,1 0 8

6 8 6 ,5 3 3

△2 3 2 ,5 7 5

当期経常増減額

正味財産期首残高

正味財産期末残高

ご 支 援・ ご 寄 付のお 願い

BE K O BEミ ラ イ PRO JECTで は、子ども たちの未来を 支えてく れる 仲間を 募集し ています。

皆さ まから お寄せいただいた寄付金、会費、食品等は、BE K O BEミ ラ イ PROJECTの事業実施

及びBE K O BEミ ラ イ 基金が実施する 助成事業に活用さ せていただきます。

神戸こ ど も 宅食プ ロ ジェ クト へのご 寄付

サポータ ーにな る ア ン バサダ ーにな る BE  K O BE  T EA M に参加

BE  K O BEミ ラ イ PRO JEC T へのご 寄付

法人ア ン バサダ ーにな る グッ ズア ン バサダ ーにな る

BE KO BEミ ラ イ  PRO JECTのロゴマー

ク を 付けた 商品の売上げの一部が寄付

金と なり 、商品自体に社会貢献性を 持た

せること ができます

※商品の寄付額は協議によっ て決定し ます。

会費で プ ロ ジェ クト の

活動を支えてく ださ い。

プ ロ ジェ クト のロ ゴ を

名 刺 等にご 利 用 い た

だけます。

（ 年会費6 ，0 0 0 円）

BE KO BEグッ ズを 買

ったり 、ボラ ンティ アに

参加する などし てプ ロ

ジェ クト を 応援し てく

ださ い。

（ 年会費無料）

同 世 代 の 仲 間と 一 緒

にボラ ン ティ アに参加

し たり 、メ ン バー 間で

の交流を 楽し むこ と が

でき ます。

（ 学生限定・ 年会費無料）

ご 協賛により プ ロ ジェ クト の活動を 支え

てく ださ い。イ ベント やW EBサイト 等で

の社名ロ ゴ 掲出およ び社会貢献事業で

の連携などが可能です。

（ 年会費5 0 ,0 0 0 円～）

楽し みな がら 社会貢献がで き る 仕組みを

作り 、子ども 支援を 通し て神戸の未来を 支

える 運動を 行って います。ご 寄付いただい

たお金はBE KO BEミ ラ イ PRO JECTのす

べての事業で活用さ せていただき ます。

神戸こ ど も 宅食プ ロ ジェ クト で 使用する

食品、日用品およ びそ れら を 購入する た

めのご 寄付（ お金）を 募って います。

受入可能品等の条件について は右記コ

ード より ウェ ブ サイト をご 覧く ださ い。

経
常
収
益

経
常
費
用

B E  K O B E

ミ ラ イ 基金

0

3 ,7 9 1 ,5 1 4

0

4 0

3 ,7 9 1 ,5 5 4

3 ,5 0 4 ,1 8 0

4 4 0

3 ,5 0 4 ,6 2 0

2 8 6 ,9 3 4

3 ，0 0 1 ，3 0 1

3 ，2 8 8 ，2 3 5

❶ ❹

❺

❸

❷

ＢＥＫＯＢＥミ ラ イ神戸こども 宅食

https://bekobemirai.jp
mailto:info@bekobemirai.jp

